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大阪市立総合医療センター

側弯症センター開設

● 側弯症治療実績（2019年 DPC調べ, 厚労省ホームページより）

大阪市立総合医療センターは、大阪で1位、全国で9位でした。

● 紹介のポイント
必ず紹介していただきたい基準

• 骨未成熟（初潮未、Risser 0-2）でCobb角20°以上の場合
• 先天性側弯(椎骨の奇形あり)

上記以外でも
• 患者家族の希望がある場合
• クリニックの先生方が気になる場合

● 当科での外来診察
基本的に2-3回/年の外来受診となります。
カーブの大きさと骨成熟に応じて装具治療、手術治療を選択します。
紹介頂きましたクリニックで体幹柔軟性のトレーニング(股関節、肩関節、脊柱)が
可能であれば併診するように説明いたします。

【ご挨拶】
平素より大阪市立総合医療センター脊椎外科に格別のご高配を賜り
深謝申し上げます。
さて、当院では2022年４月より側弯症センターを開設する運びとなり
ました。以前より脊柱側弯症の治療に注力しておりましたが､更に専門
的な高度医療を提供したいと考えております｡
当院は54診療科を有する総合病院であるだけでなく、小児医療セン
ターを有し、小児疾患の治療を得意としています。種々の併存疾患には
他科の医師や麻酔科医の協力を得て積極的な手術治療を行っており
ます｡手術治療の成功には精巧な手術を提供するだけでなく、術後早期
に機能回復を図ることが必要です。
チームとして総合的かつ長期的な視野にたった治療方針を立て治療を
行ってまいります。側弯症患者のご紹介をよろしくお願い申し上げます。

【外来予約について】
診察予約依頼書に必要事項ご記入いただき診療情報提供書とご一緒に地域医療連携センターへ
FAXでお申し込みください。

地域医療連携センター FAX：06-6929-0886 TEL06-6929-3643(直通)




